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小田原法人会 検索

めざします企業の繁栄と社会への貢献

公益社団法人 小田原法人会

withいっしょに
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■法人会会長、小田原税務署長　新春のごあいさつ
■「第14回小学生・中学生の税の写真展」入賞作品
■ベジタブルライフ②「春の七草のひとつ　カブ」
■メール全盛の若者のための「ビジネス常用語・尊敬語」
■事業フォトグラフィー
■〈新連載〉庶民の娯楽史～相撲①「小田原巡業、人気を博す！」
■地元のスポーツクラブを応援しよう！
■「小田短発！いっしょに子育て」with おだたん
■小田原労働基準監督署からのお知らせ
■小田原税務署からのお知らせ
■ふれあいいんふぉめーしょん

http://www.odawara-hojinkai.com

小田原法人会 検索

▲城山の競輪場は、明治以降一時梅園だった（大
　正時代の絵葉書、右手奥には大久保神社『一枚
　の古い写真』より）。▼平成28年12月撮影。 郷土の今昔〈小田原市〉



会員増強にご協力ください
2

新春のお慶びを申し上げます

な
っ
て
、
取
り
組
ん
で
参
る
所
存

で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
皆
様
の
お
力

添
え
な
く
し
て
は
、
実
現
は
成
し

得
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
繁

栄
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

で
、
是
非
、「e-T

ax

」
に
よ
る

申
告
・
納
税
に
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
年
は
「
丁ひ
の
と
と
り酉

」

の
年
で
あ
り
ま
す
。
諸
説
あ
り
ま

す
が
、
酉
に
は
「
果
実
が
極
限
ま

で
熟
し
た
状
態
」
と
い
う
意
味
が

あ
り
、
ま
た
、
酉
の
つ
く
年
は
商

売
繁
盛
に
繋
が
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
年
が
こ
の
謂
に
倣
い
、
皆

様
の
お
仕
事
に
良
い
成
果
が
得
ら

れ
、
実
り
の
多
い
１
年
に
な
る
こ

と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
平
成
29
年
が

公
益
社
団
法
人
小
田
原
法
人
会
の

会
員
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の

年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

県
西
地
域
２
市
８
町
の
小
中
学
生

か
ら
過
去
最
多
と
な
る
６
８
７
点

も
の
力
作
を
ご
応
募
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

本
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
法
人
会

の
原
点
で
あ
る
「
税
」
に
関
す
る

活
動
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
、
よ

り
活
動
の
両
翼
を
拡
げ
、
社
会
的

評
価
を
高
め
、
そ
し
て
団
体
に
参

画
す
る
企
業
の
誇
り
に
さ
ら
な
る

厚
み
を
増
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

役
員
を
始
め
委
員
と
共
に
一
丸
と

な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
利
便

性
の
高
い
申
告
・
納
付
手
段
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
を
推
進
し
て

い
く
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
小
田

原
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
の
税
務

行
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力

が
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
も
な
く
平
成
28
年
分
の
確
定

申
告
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
平
成

28
年
分
以
降
の
所
得
税
等
の
確
定

申
告
書
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
及
び
本
人
確
認
書
類
の
提
示

又
は
写
し
の
添
付
が
必
要
に
な
り

ま
す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
て
、
ご
自
宅
等
の
パ
ソ

コ
ン
か
らe-T

ax

で
送
信
す
る

場
合
は
、
本
人
確
認
書
類
を
別
途

送
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の

　

特
に
、
日
本
の
未
来
を
担
う
子

ど
も
達
に
税
を
よ
り
一
層
身
近
な

も
の
と
感
じ
て
頂
き
た
く
、
９
月

に
小
田
原
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た

フ
ッ
ト
サ
ル
の
大
会
「
小
田
原
セ

ン
ト
ラ
ル
」
内
に
て
、
中
学
生
を

対
象
と
し
た
租
税
教
育
及
び
販
売

体
験
ブ
ー
ス
を
青
年
部
会
が
出
店

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
に
は
「
第
14
回
小

学
生
・
中
学
生
の
税
の
写
真
展
」

を
西
武
小
田
原
店
に
て
開
催
し
、

　

旧
年
中
は
、
会
員
の
皆
様
を
は

じ
め
、
役
員
並
び
に
税
務
当
局
や

関
係
団
体
各
位
の
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
本
会
の
事
業
活

動
が
円
滑
に
運
営
す
る
こ
と
が
で

き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
会
は
法
人
会
の
基
本

的
指
針
に
則
り
、
税
知
識
の
普
及
、

納
税
意
識
の
高
揚
、
地
域
企
業
の

健
全
な
発
展
、
地
域
社
会
貢
献
活

動
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

に
対
応
し
つ
つ
、
国
際
的
な
租
税

回
避
や
悪
質
な
納
税
者
に
厳
正
に

対
処
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
申

告
納
税
制
度
の
基
本
を
支
え
る

「
適
正
か
つ
公
平
な
税
務
行
政
の

推
進
」
と
「
納
税
環
境
の
整
備
」

と
い
う
二
つ
の
国
民
の
皆
様
か
ら

の
負
託
に
応
え
て
信
頼
さ
れ
る
税

務
行
政
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
資
産
運
用
の
多
様

化
・
国
際
化
へ
の
対
応
と
し
て

の
国
外
財
産
調
書
制
度
を
活
用

し
、
課
税
の
適
正
化
に
努
め
て
い

く
ほ
か
、
納
税
者
の
皆
様
の
利
便

性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
事
務

の
効
率
化
を
推
進
す
る
た
め
、
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（e-T
ax

）
や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
確
定
申
告
作
成
コ
ー
ナ
ー
）

普
及
の
た
め
の
各
種
研
修
会
や
説

明
会
の
開
催
を
は
じ
め
、
租
税
教

育
活
動
と
し
て
の
「
販
売
体
験
学

習
」、
ま
た
、
昨
年
14
回
目
を
迎

え
た
「
小
学
生
・
中
学
生
の
税
の

写
真
展
」
の
開
催
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
る
活
動
を
通
じ
て
、「
正
し

い
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意
識
の

高
揚
」
を
図
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、

地
域
に
密
着
し
た
社
会
貢
献
活
動

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
こ
の
よ
う

な
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
経
済
取
引
の
国
際
化
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
変

化
し
続
け
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も

は
こ
う
し
た
環
境
の
変
化
に
適
切

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

平
成
29
年
の
年
頭
に
当
た
り
、

公
益
社
団
法
人
小
田
原
法
人
会
の

皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
石
村
会
長
を
は
じ

め
、
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
に

は
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に

対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
格

別
な
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
小
田
原
法
人
会
の
活
動

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
税
知
識
の

（公社）小田原法人会
会長　石村隆生

小田原税務署長
三宮　修

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
事
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。



会員募集中です（一言あなたのお口添えを）
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で
、
是
非
、「e-T

ax

」
に
よ
る

申
告
・
納
税
に
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
年
は
「
丁ひ
の
と
と
り酉

」

の
年
で
あ
り
ま
す
。
諸
説
あ
り
ま

す
が
、
酉
に
は
「
果
実
が
極
限
ま

で
熟
し
た
状
態
」
と
い
う
意
味
が

あ
り
、
ま
た
、
酉
の
つ
く
年
は
商

売
繁
盛
に
繋
が
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
年
が
こ
の
謂
に
倣
い
、
皆

様
の
お
仕
事
に
良
い
成
果
が
得
ら

れ
、
実
り
の
多
い
１
年
に
な
る
こ

と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
平
成
29
年
が

公
益
社
団
法
人
小
田
原
法
人
会
の

会
員
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の

年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

新会員紹介コーナー ＼(^ｰ^)／（10月１日～11月11日）　　　（敬称略）

★川東支部

㈱ヒカルクリーンサービス 佐藤　友彦 ビルメンテナンス 足柄下郡湯河原町土肥 3-5-4 0465-62-8782

★賛助会員

AIG富士インシュアランスサービス㈱ 峯村　　茂 生損保業 平塚市宮の前 1-7 平塚宮の前ビル 8 階 0463-23-6957

ココ整骨院 小泉　　俊 整骨院 足柄上郡大井町金手1077-4 0465-20-3469

今後の事業活動スケジュール〈平成29年１月～平成29年３月〉
※詳細はお問い合わせください。事務局（0465-23-3641）

日　　時 行　事　名 場所 対象

１
月

14日(土) 日帰り 第10回健康ウォーク 日本橋「七福神めぐり」 都内 会員

18日(水) 14：00～16：00 決算法人説明会（１月決算法人対象） おだわら市民交流センター
「UMECO」 法人

23日(月) 15：30～18：40 賀詞交歓会 湯本富士屋ホテル 会員

２
月

15日(水) 14：00～16：00 決算法人説明会（２月決算法人対象） おだわら市民交流センター
「UMECO」 法人

16日(木) 14：00～16：00 新設法人説明会 おだわら市民交流センター
「UMECO」 法人

３
月

21日(火) 14：00～16：00 決算法人説明会（３月決算法人対象） 小田原箱根商工会議所会館 法人

22日(水) 14：00～16：00 決算法人説明会（３月決算法人対象） 小田原箱根商工会議所会館 法人

情報公開に同意された方のみ掲載しています。

問い合わせ：
ＴＥＬ：0465-23-3641
　事務局　青木まで。

左
記
資
料
を
無
料
で

配
布
い
た
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は

法
人
会
事
務
局
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
所
得
税
〈
国
税
〉

・
12
月
分
源
泉
所
得
税
の
納
付
期
限
……
…
…
29
年
１
月
10
日
㈫

・
１
月
分
源
泉
所
得
税
の
納
付
期
限
……
…
…
29
年
２
月
10
日
㈮

・
７
月
〜
12
月
分
の
源
泉
所
得
税
の
納
付
の
特
例
の
納
期
期
限
…
29
年
１
月
20
日
㈮

★
法
人
税
〈
国
税
〉

・
11
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
…
…
29
年
１
月
31
日
㈫

・
５
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告
と
納
付
期
限
…
…
29
年
１
月
31
日
㈫

・
12
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
…
…
29
年
２
月
28
日
㈫

・
６
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告
と
納
付
期
限
…
…
29
年
２
月
28
日
㈫

★
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

・
11
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
…
…
29
年
１
月
31
日
㈫

・
12
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
…
…
29
年
２
月
28
日
㈫

１・２月の税カレンダー
納付期限を守りましょう！
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第14回小学生・中学生の税の写真展
　11月12日（土）13日（日）の２日間、西武小田原店にて、「第14回小学生・中学生の税の写真展」を
開催しました。この写真展は、国税庁が定める「税を考える週間」（毎年11月11日～ 17日）の行事の
一環として平成15年から始めました。今回は、小学生629点、中学生58点、合計687点の力作が小田原
税務署管内（２市８町）の子供たちから寄せられました。また、13日（日）には、入賞者への表彰式
並びに親子の租税教室を開催しました。入賞作品は下記の通りです。（敬称略）

小学生の部 中学生の部

金賞
山田　楽斗（５年）
『ぼくの弟』

銀賞
榊原　直太（１年）
『おいしいみずを

ありがとう。』

銅賞
遠藤　有菜（５年）
『みんなのプール！』

金賞
峯尾　梨花（１年）
『子供達を見守る

金次郎さん』

銀賞
池谷　雪音（１年）
『キケンッ！

近づくなっっっ！』

銅賞
坂　美優（１年）
『いこいの場 UMECO』

税務署長賞
杉崎　ゆりな（４年）
『大改修小田原城』

税務署長賞
北村　絵美（２年）
『晴空の下の金太郎像』

小田原法人会  提 携 商 品

お客様サポートダイヤル 0120（426）614

事業資金の
ご相談は … 

※お申込みについて所定の審査をさせていただきます。その結果、ご希望に添えない場合もございますので、予めご了承ください。

金利・・・変動金利 年 2.0%
金額・・・10 万円以上 1,000 万円以内
融資新規取扱手数料 無料（通常 10,800 円）はじめの一歩から応援します！

創業支援ローン　スタート

START



会員募集中です（一言あなたのお口添えを）
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協力／ JAかながわ西湘
（JA広報通信2016年12月号より）



会員増強にご協力ください
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※詳細はお問い合わせください。事務局（0465-23-3641）

税に関する無料相談所
　小田原支部の税理士が直接相談
に応じ、秘密は厳守致します。
　来所は事前に電話にて予約して
下さい。また、電話での相談も可
能です。

場　　所 小田原箱根商工会議所会館5階
 東京地方税理士会小田原支部事務局
	 電話　₀₄₆₅︲₂₄︲₀₁₉₅
日　　時 毎週水曜日：午後１時30分～４時
 ただし、祝日・毎月25日以降の水曜
 日と年始１月１日～10日、２月16日
 ～３月15日を除く
相談内容 税務相談・税務書類の書き方指導等

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
・
小
田
原

支
店
（
国
民
生
活
事
業
）
で
は
、

幅
広
い
業
種
の
事
業
を
営
む
方

に
、
商
品
仕
入
資
金
、
ボ
ー
ナ
ス

資
金
、
諸
経
費
支
払
資
金
等
の
運

転
資
金
や
店
舗
改
装
、
機
械
購
入

等
の
設
備
資
金
の
融
資
を
お
取
扱

い
し
て
お
り
ま
す
。

　

長
期
の
ご
返
済
で
、
利
息
は
固

定
金
利
で
す
。

　

こ
の
他
、
Ｉ
Ｔ
資
金
貸
付
（
７

２
０
０
万
円
以
内
）・
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
貸
付
（
４
８
０
０
万
円
以

内
）
な
ど
様
々
な
特
別
貸
付
制
度

が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

小
田
原
法
人
会
事
務
局

☎
０
４
６
５
︵
２
３
︶
３
６
４
１

﹁
事
業
資
金
﹂
受
付
中
!!

　

ま
た
当
公
庫
で
は
「
教
育
ロ
ー

ン
」
も
お
取
り
扱
い
し
て
お
り
ま

す
。
教
育
ロ
ー
ン
に
つ
き
ま
し

て
は
、
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
小
田
原
支
店

︵
国
民
生
活
事
業
︶
融
資
相
談
係

☎
０
４
６
５
︵
２
３
︶
３
１
７
５

●
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
５
７
０ ̶

 

０
０
８
６
５
６

　

０
３
︵
５
３
２
１
︶
８
６
５
６

利率は平成28年12月９日現在のものです。

年1.16％～2.16％ 年0.76％～1.86％

８ ７ ７

年0.26％～2.35％ 年0.26％～2.35％

20

日
本
政
策
金
融
公
庫

小
田
原
支
店
（
国
民

生
活
事
業
）
か
ら
の

「
お
知
ら
せ
」

★
お
使
い
み
ち
、ご
返
済
期
間
ま
た
は
担
保
の
有
無

　
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
利
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

★
審
査
の
結
果
、お
客
様
の
ご
希
望
に
沿
え
な
い
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。

７
つ
の

間
違
い
探
し

＊
下
の
右
の
絵
と
左
の
絵
に
は
相
違
点

が
７
か
所
あ
り
ま
す
。
見
つ
か
り
ま
す

か
な
？
（
答
え
は
15
頁
に
あ
り
ま
す
）

［作者紹介］　神谷一郎（かみや・いちろう）　イラストレーター、デジタルイメージ会員、日本出版美術家連盟会員な
ど。専修大法学部卒後、漫画プロダクションを経て漫画家に。現在はフリーランスのイラストレーターとして、雑誌・広
告・ＷＥＢ等で活躍中。第35回集英社ＹＪ新人賞、第51回講談社漫画賞などを受賞。第４回デジタルアートコンテスト佳
作。著作に「マニアックサイバー」（グラフィック社刊）。
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事
業
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

＊
各
事
業
は
「
法
人
会
だ
よ
り
」
や
「
地
域
情
報
紙
」
に
て
随
時
案
内
中
！

　

11
月
15
日
㈫
、
小
田
原
税
務
署
、

小
田
原
県
税
事
務
所
共
催
に
よ
る
納

税
表
彰
式
が
小
田
原
市
民
会
館
に
て

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
会
を
は
じ

め
税
務
関
係
団
体
等
を
通
じ
て
永
年

に
わ
た
り
納
税
道
義
の
高
揚
と
申
告

納
税
制
度
の
普
及
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
に
対
し
て
、
表
彰
状
並
び
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
会
関
係
受
賞
者
は
次
の
方
々
で

す
。

●
小
田
原
税
務
署
長
表
彰

㈱
勝
俣
組　
　
　
　

勝
俣
德
彦
氏

㈲
神
谷
機
材　
　
　

神
谷
賢
治
氏

●
小
田
原
税
務
署
長
感
謝
状

㈱
杉
崎
工
務
店　
　

杉
崎
勝
成
氏

静
和
建
設
㈱　
　
　

田
代
房
男
氏

㈲
あ
し
が
ら
保
険
サ
ー
ビ
ス

大
川
久
弥
氏

●
小
田
原
県
税
事
務
所
長
表
彰

㈱
花
憐　
　
　
　
　

金
山
一
美
氏

平成28年度納税表彰式

小田原税務署長表彰を受けた神谷氏（最前列向かって左から２人目）

小田原市長へ要望書を提示する
椎野税制委員長

●
足
柄
支
部

　

★
親
睦
研
修
旅
行
会

　

・
10
月
23
日
㈰　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｓ

　

Ｕ
Ｋ
Ａ
軍
港
め
ぐ
り　

参
加
者

　

33
名

●
湯
河
原
・
真
鶴
支
部

　

★
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　

・
11
月
10
日
㈮　

湯
河
原
カ
ン

　

ツ
リ
ー
倶
楽
部　

参
加
者
９
名

●
川
東
支
部

　

★
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　

・
10
月
26
日
㈬　

富
士
屋
ホ
テ

　

ル
仙
石
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス　

参
加

　

者
13
名

●
本
会

　

★
第
14
回　

小
学
生
・
中
学
生

　

の
「
税
」
写
真
展
表
彰
式　

／

　

親
子
で
学
ぶ
租
税
教
室

　

・
11
月
13
日
㈰　

西
武
小
田
原

　

店
１
階
「
キ
ャ
ニ
オ
ン
広
場
」

●
税
制
委
員
会

　

★
税
制
改
正
要
望
運
動

　

・
全
国
法
人
会
総
連
合
で
取
り

　

ま
と
め
ら
れ
た
「
平
成
29
年
度

　

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
の

　

実
現
に
む
け
て
、
管
内
２
市
８

　

町
の
首
長
に
対
し
要
望
書
を
提

　

出
し
ま
し
た
。
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干
支

あ
れ
こ
れ

　　
県税事務所からのお知らせ

軽油引取税について

　

今
年
の
干
支
は
ト
リ
、
漢
字
の

「
酉
」
が
あ
て
ら
れ
る
。

　

紀
元
前
か
ら
時
告
げ
用
の
家
畜

と
し
て
役
立
っ
て
き
た
身
近
な
動

物
で
も
あ
る
。
人
間
に
と
っ
て
空

を
自
由
に
飛
ぶ
鳥
の
姿
は
、
飛
行

の
夢
を
実
現
す
る
う
え
で
の
手
本

と
な
り
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
プ
ロ
ペ

ラ
機
の
発
明
に
つ
な
が
っ
た
。

　

さ
ら
に
鳥
は
生
産
、
豊
穣
、
安

産
と
関
連
づ
け
ら
れ
、
春
先
に
鳴

き
出
し
卵
を
抱
く
姿
が
、
生い
の
ち命
の

活
動
と
生
産
の
開
始
を
示
す
象
徴

と
な
っ
た
。
古
代
ロ
ー
マ
の
豊
穣

祈
願
祭
ル
ペ
ル
カ
リ
ア
祭
（
２
月

15
日
）
は
、
特
に
鳥
が
む
つ
む
日

と
し
て
祝
わ
れ
た
。
こ
の
日
に
鳥

が
愛
を
さ
さ
や
き
始
め
、
つ
が
い

始
め
る
と
言
わ
れ
、
2
月
14
日
の

バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
は
、
こ
の

西
欧
の
民
間
伝
承
に
も
と
づ
く
と

も
言
わ
れ
る
。

★

　

｢

鳥
」
に
因
ん
だ
諺
や
格
言
は

多
く
あ
る
が
、
企
業
や
団
体
に
お

い
て
は
、「
烏
合
の
衆
」
ば
か
り

で
「
鳥
無
き
里
の
蝙
蝠
」
の
よ
う

な
状
態
で
は
、
大
き
な
成
果
は
生

ま
れ
ず
、
発
展
は
望
め
な
い
で
あ

ろ
う
！

【軽油引取税とは】
　バスやトラックなどの燃料である軽油の引取り（購入）に課される税金です。

【納める人】
　特別徴収義務者として指定されたガソリンスタンドの経営者などが、軽油を購入した消費者から
軽油代金と一緒に税金を受け取り、毎月分をまとめて翌月末日までに県に申告して納めています。

【納める額】
　消費者が軽油を購入した場合は、１リットルにつき 32 円 10 銭分の軽油引取税がその価格の中に
含まれています。

【免税】
　船舶の動力源等の一定の用途に供する軽油の購入については、平成 30 年３月 31 日までの間、免
税の対象となります。免税の適用を受けるためには、事前に免税軽油使用者証の交付を受けるなど
の手続きが必要です。

【不正軽油には罰則も】
　軽油に灯油や重油を不正に混ぜると不正軽油となります。これらを製造したり、販売したり、使
用したりする者のほか、不正軽油と知りながら運搬や製造場所の提供にかかわった者なども重く罰
せられます。

◇問い合わせ先

小田原県税事務所　間税課　電話　０４６５－３２－８０００（代）
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さ
ら
に
１
９
０
８
（
明
治
41
）

年
２
月
15
日
の
﹃
横
貿
﹄
に
は
、

「
５
年
振
り
の
花
相
撲
が
小
田
原

町
緑
一
丁
目
相
馬
神
社
脇
の
広
場

で
行
わ
れ
、
連
日
客
止
め
の
盛
況
。

好
人
気
な
の
で
、
景
気
付
け
の
た

め
に
勧
進
元
か
ら
板
垣
伯
を
招
待

す
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

＊
板
垣
退
助

　

国
会
の
開
設
を
求
め
る
自
由

民
権
運
動
を
推
進
、
１
８
８
２

（
明
治
15
）
年
４
月
、
遊
説
中

の
岐
阜
で
刺
客
に
襲
わ
れ
負
傷
。

こ
の
時
に
叫
ん
だ
と
伝
え
ら
れ

る
「
板
垣
死
す
と
も
自
由
は
死

せ
ず
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
広
く

知
ら
れ
て
い
る
。

　

１
８
８
７
（
明
治
20
）
年
、

再
三
の
辞
退
も
認
め
ら
れ
ず
、

伯
爵
と
な
る
。
１
９
０
０
（
明

治
33
）
年
に
政
界
を
引
退
、
以

後
は
社
会
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

　

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
、
明
治
時

代
初
期
に
は
小
田
原
で
相
撲
巡
業

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

１
９
０
６
（
明
治
39
）
年
７
月

９
日
の
﹃
横
貿
﹄
を
読
む
と
、

「
板
垣
退
助
が
十
字
三
丁
目
（
現

在
の
南
町
）
の
松
元
剛
吉
宅
を
訪

れ
、
大
砲
・
梅
个
谷
一
行
の
相
撲

見
物
へ
出
向
い
た
」
と
あ
る
。

　

１
８
８
２
（
明
治
15
）
年
４
月

19
日
の
﹃
横
浜
貿
易
新
報
﹄（
以

下
﹃
横
貿
﹄
と
略
記
す
る
）
に
は

「
大
阪
力
士
響
矢
一
組
が
小
田
原

と
川
越
で
興
行
」
と
あ
る
。

　

ま
た
、
１
８
８
８
（
明
治
21
）

年
１
月
17
日
の
﹃
横
貿
﹄
で
は
、

「
相
撲
旅
稼
ぎ　

大
達
一
行
の
小

田
原
興
行
予
定
」
を
知
ら
せ
て
い

る
（
左
の
２
つ
の
記
事
）。

　明治 20年代になると、各新聞に相
撲記事が大量に載り始めるようにな
った。
　当時は全国的に統一された相撲協
会はなく、東京や大阪、京都など各
地に「角

すも う

力協会」があり、東京相撲、
大阪相撲などと呼ばれていた。

　
１
９
０
０
︵
明
治
33
︶
年
３
月
20
日
、
国
府
津
～
小
田
原
～
湯
本
間
に
小
田
原
電

気
鉄
道
が
開
通
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、
同
年
４
月
３
日
に
鷗
盟
館
が
催
し
た
園
遊
会

の
一
部
。
こ
れ
を
見
て
も
、
相
撲
人
気
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。

庶民の娯楽史
　

そ
の
昔
、
江
戸
の
正
月
は
歌
舞
伎
の
新
春
興
行
と
、
大
相
撲

の
両
国
の
初
場
所
か
ら
八
百
八
町
の
景
気
が
沸
く
と
言
わ
れ
た
。

　

小
田
原
で
は
、
江
戸
の
本
場
所
前
に
興
行
が
行
わ
れ
て
人
気

を
あ
お
っ
た
の
で
、
江
戸
の
方
で
も
こ
れ
を
「
小
田
原
相
撲
」

と
呼
ん
で
人
気
だ
っ
た
。

　

国
技
と
呼
ば
れ
る
相
撲
は
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
も
庶
民
の

娯
楽
の
一
つ
で
あ
り
、
地
方
巡
業
で
は
大
き
な
人
だ
か
り
が
で

き
た
と
言
う
。

板
垣
退
助
も
観
た
「
小
田
原
の
花
相
撲
」

小
田
原
巡
業
、

人
気
を
博
す！

▲

相撲①
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天
下
を
二
分
す
る
人
気
は
、

つ
い
に
１
９
０
９
（
明
治
42
）

年
、
本
所
回
向
院
境
内
に
常
設

の
国
技
館
を
完
成
さ
せ
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
野
天
の
小
屋
掛

け
で
、
雨
や
雪
が
降
る
と
休
場

と
な
り
、
約
１
个
月
か
か
っ
た

「
晴
天
10
日
間
興
行
」
が
、
晴

雨
に
か
か
わ
ら
ず
開
催
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
２
０
０
０
人
前
後
の

収
容
人
数
が
一
躍
１
万
人
以
上

と
な
り
、
相
撲
は
完
全
に
大
衆

の
も
の
と
な
っ
た
。

＊
常
陸
山　

第
19
代
横
綱

　

１
８
７
４
（
明
治
７
）
年
〜

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
。
１

９
１
４
（
大
正
３
）
年
引
退
。

＊
梅
个
谷
︵
二
代
目
︶
第
20
代

　

横
綱

　

１
８
７
８
（
明
治
11
）
年
〜

１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
。
１

９
１
５
（
大
正
４
）
年
引
退
。

　

｢

花
」
の
意
は
、
芸
者
の

揚あ
げ
だ
い代
の
＂
花
代
＂
に
類
似
し

て
、
芸
人
な
ど
に
出
す
当
座

の
祝
儀
の
こ
と
。

　

こ
れ
は
古
代
中
国
（
唐
）

の
「
纒て

ん
と
う頭
」
に
由
来
す
る
。

当
時
は
、
祝
儀
と
し
て
綿
や

布
を
与
え
る
と
そ
れ
を
頭
に

纏ま
と

っ
て
拝
受
す
る
習
慣
が
あ

り
、
こ
れ
が
日
本
の
平
安
貴

族
に
伝
え
ら
れ
た
。

　

そ
の
風
習
と
と
も
に
纒
頭

の
文
字
を
用
い
て
、
従
来
か

ら
の
祝
儀
の
意
で
あ
る
「
は

な
」
と
言
っ
た
。

給
金
に
関
係
し
な
い
。
木
戸
銭

（
入
場
料
）
は
取
ら
ず
、
客
の

祝
儀
を
受
け
た
。

＊
勧
進
相
撲

　

神
社
や
仏
閣
の
建
立
、
修
築

な
ど
の
資
金
を
集
め
る
た
め
に

相
撲
を
催
し
、
見
物
人
に
寄
進

（
寄
付
）
を
進
め
る
こ
と
。

　

寺
社
と
関
係
な
く
、
職
業
相

撲
人
の
生
活
の
た
め
の
営
利
興

行
に
な
っ
て
も
、
依
然
と
し
て

「
勧
進
」
の
名
が
つ
い
て
い
た
。

　

勧
進
相
撲
の
興
行
主
、
計
画

を
立
て
中
心
に
な
っ
て
世
話
を

す
る
人
を
「
勧
進
元
」
と
い
う
。

＊
花
相
撲

　

本
場
所
以
外
の
相
撲
興
行
を

言
い
、
勝
敗
は
番
付
の
昇
降
や

　小田原城本丸・二の丸地区は、明治維新の版
籍奉還後に旧陸軍省管轄となったが、1900（明
治 33）年１月に御用邸建設の地鎮祭を執り行
い、翌年１月に竣工。
　しかし、1923（大正 12）年９月１日の関
東大震災により全壊したため、1930（昭和５）
年に廃止された。
　御用邸の正門は、馬出門の位置にあった。
　御用邸には避寒避暑のため多くの皇族が訪
れ、小田原の行事に数多く参加され、町民との
交流も活発に行われた。

　　

そ
ん
な
中
で
の
１
９
１
０
（
明

治
43
）
年
３
月
、
常
陸
山
・
梅
个

谷
一
行
が
来
原
。
同
年
３
月
７
日

か
ら
22
日
ま
で
の
﹃
横
貿
﹄
は
、

「
ビ
ラ
も
貼
り
出
さ
れ
、
常
陸
山

の
勧
進
元
に
よ
り
21
・
22
の
２
日

間
興
行
。
会
場
が
町
役
場
後
方
の

空
地
か
ら
、
御
用
邸
前
の
空
地
に

変
更
、
木
戸
銭
は
大
人
25
銭
、
子

供
12
銭
」
と
伝
え
て
い
る
。

　

明
治
時
代
の
角
界
は
、
常
陸
山

と
梅
个
谷
（
二
代
目
）
の
両
横
綱

が
相
対
し
て
好
況
を
呼
び
、
史
上

空
前
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。小田原御用邸

常陸山谷右衛門梅ヶ谷藤太郎

名
横
綱
も
小
田
原
へ
、
興
行
も
盛
況

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

？
　

時
は
明
治
維
新
。
１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
８
月
に
断
髪
廃
刀
令

が
実
施
さ
れ
、
巷
で
は
「
散ざ

ん

ぎ切
り
頭
を
た
た
い
て
み
れ
ば
、
文
明
開

化
の
音
が
す
る
」
と
い
う
歌
が
流
行
っ
て
い
た
。

　

武
士
や
町
民
は
髷ま

げ

を
切
ら
さ
れ
た
の
で
、
当
然

な
が
ら
力
士
も
…
と
思
う
が
、
な
ぜ
か
今
の
世
に

ま
で
そ
の
ま
ま
続
い
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
？

★
髷
が
＂
の
こ
っ
た
、
の
こ
っ
た
＂

　

資
料
に
よ
る
と
、
相
撲
界
に
も
断
髪
が
適
用
さ

れ
よ
う
と
し
た
が
、
時
の
明
治
政
府
の
長
官
の
中

に
好
角
家
（
相
撲
好
き
）
が
多
く
い
て
、
力
士
風

俗
と
し
て
結
髪
を
従
来
ど
お
り
許
す
こ
と
に
な
っ

た
と
い
う
。
文
明
開
化
の
風
潮
か
ら
若
手
官
吏

か
ら
＂
は
だ
か
踊
り
＂
と
排
撃
さ
れ
た
相
撲
だ
が
、

高
官
た
ち
の
＂
粋
な
計
ら
い
＂
が
あ
っ
た
も
の
だ
。

こ
と
ば

御用邸

正門
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地元のスポーツクラブを応援しよう！
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「♪もういくつねると　おしょうがつ～」
　これは東くめ作詞、滝廉太郎作曲の「お正月」の歌の冒
頭で、明治34年に発表されました。歌詞には、凧あげ、
駒回し、毬つき、羽根つきといった正月遊びが登場し、お
正月を楽しみに待つ子どもの気持ちが「♪はやく　こいこ
いお正月」に表れています。平成29年、子どもたちの遊
びは多様化し、季節に応じた特別な
遊びは薄らぎつつあります。美しい
日本の情景や心情が託された季節歌
を歌い継ぎましょう。
さあ季節は巡り、節分がやってきます。
「♪鬼は外、福は内、ぱらっ ぱらっ ぱらっ ぱらっ豆の音～」
（絵本唱歌：「まめまき」から） （望月 たけ美）

小田短発！いっしょに子育て

ほめて育てる！　子育てのコツ　その⑤
「スルー」する

いっしょにあそぼう♪
―おだたんの子育て支援活動―

＊おだたん×保育のまなび＊

With おだたん
 「さがみ信金＆おだたん

‘16親子力 up！　子育てセミナー」
　小田原短期大学乳幼児研究所では、さがみ信用
金庫と共催で「さがみ信金＆おだたん‘16 親子力
up！子育てセミナー」を３回開催しました。今年度
は「こどもと暮らす・食べる・遊ぶ」がテーマ。生
活リズム、かかわりワンポイント、身近な音楽リズム、
簡単おやつ、忙しい親のためのクッキング、遊びク
オリティ等、様々なテーマのもと、参加者の皆さん
と学生達・教員が学びあいました。参加者は小田原
市内の働くお母さん・お父さんと子ども達。０歳か
ら参加して下さったの
で、保育者・栄養士の
卵である学生たちが、
抱っこしたり、あやし
たり、おやつをつくっ
たりと大活躍でした。

（宮川 萬寿美）

子どもと彩る季節の暮らし（１月・２月編）

小田原短期大学は保育士、幼稚園教諭を目指す学生たちが、
保育現場で活かせる知識、技術を修得すべく日々学んでいます。

☆おもちゃインストラクター養成講座☆
身近な材料を使って、子どもたちと楽しめるおも
ちゃを作り、遊び方のバリエーションを広げます。

☆保育演習室☆
保育室を再現したお部屋です。フローリ
ングで明るく開放感があります。

「好ましくない行動」の中で、注目を浴びたくてわざと
くりかえず行動には、「スルー」が有効です。「スルー」
とは、これまで追いかけたり、叱ったりすることで与
えていた「マイナスの注目」をとりはらい、無関心な
表情と態度を装いつつ「好ましい行動」が出てくるの
をじっと待つこと、です。「好ましい行動」が出てきた

ら（すなわち、高
い所から降りてき
たり、出ていった
教室から戻ってき
たら）すかさず注
目しほめます。
これまで注目を集
めていた行動を「ス

ルー」すると、子どもは自分に注目させようと一時的
に行動をエスカレートさせます。が、ここで反応して
しまうと、「注目が欲しい時は更に悪いことをすればい
い」と学んでしまいますので、一旦はじめた「スルー」
は徹底することが重要です。あきらめた瞬間を逃さず
ほめましょう。
上記のような、時間差の「スルー」もありますが、同
時進行の場合もあります。「片付け」を指示すると怒っ
て投げながら片づけている、という場合に、「怒って投
げる」行動はスルーして、「片づける」行動にだけ注目
してほめるというような場面です。複数の子どもがい
る場合に、目につく「悪い行動」をしている子を叱る
のではなく、「良い行動」をしている子どもに注目して
ほめる、というような場面でも使えます。　（小倉直子）

★個別相談・個別見学　受付中★
< 受付 >平日 9:00 ～ 18:00（要予約）

～＊まなびＰＨＯＴＯ＊～ ☆地域の子どもたちと
のふれあい☆

園児さんと交流し、実践力
を身につけます。この日は
「だるまさんがころんだ」を
アレンジした遊びを楽しみ
ました♪

本学は社会人対象の
入試もあります。
ぜひご利用ください。

社会人入学応援★
最大９６万円支給！
専門実践教育訓練給付制度　認定
一定の要件を満たす方が受講し修了した場合に、
受講者本人が支払った教育訓練経費の一定割合額

（上限有）をハローワークから支給される制度です。
詳細は厚生労働省のＨＰでご確認いただくか、最
寄りのハローワークにご確認ください。
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小田原労働基準監督署

小 田 原 労 働 基 準 監 督 署 か ら の お 知 ら せ

1.　神奈川県最低賃金の改定及び支援事業
　平成 28 年 10 月 1 日から神奈川県最低賃金が時間額 930 円に改定されました。
賃金・労働時間制度の変更や賃金の引き上げ等処遇の改善を検討する中小企業事業者に対し、次の各
種支援事業があります。

（1）	最低賃金ワン・ストップ無料相談
　賃金・労働時間制度、安全衛生管理等の問題解決の相談窓口として、神奈川県最低賃金総合相
談支援センター（0120-641-020）及び小田原相談窓口が設置されました（0465-23-1811）。

（2）	業務改善助成金の拡充
　生産性向上の設備投資等を行ない、事業場内最低賃金を一定額以上引き上げた場合に、設備投
資等にかかった費用の一部を助成する制度が拡充され、神奈川県内の事業場も対象となりました。
　　問い合わせ先 :　神奈川労働局雇用環境・均等部指導課　

（3）	キャリアアップ助成金の拡充
　非正規雇用労働者の企業内でのキャリアアップ等を促進するための正社員化、人材育成、処遇
改善等の取組を助成する制度が拡充されました。
　　問い合わせ先 :　神奈川労働局、最寄りのハローワーク

2. 管内の労働災害発生状況（第 12 次防・重点業種）
　平成 29 年は第 12 次労働災害防止計画の最終年となります。平成 28 年 10 月末日現在の重点業種別
の労働災害の発生状況は次のとおりです。最終年の目標達成に向けた取り組みをさらに進めます。

平成 28 年 10 月末日現在

　　　　　　業種
署　　　　　　 製造業 建設業 陸上貨物

運送事業 小売業 社会福祉
施設 飲食店

食料品
製造業

 （製造業の内数）

その他
（左記以外）

合計

小田原署
本年 24（0） 26（1） 20（0） 23（0） 22（0） 8（0） 7（0） 118（0） 241（1）

前年 29（0） 43（2） 25（0） 16（0） 11（0） 12（0） 10（0） 125（2） 261（4）

前年比
（人） － 5 － 17 － 5 7 11 － 4 － 3 － 7 － 20

（率） － 17.2％ － 39.5％ － 20.0％ 43.8％ 100％ － 33.3％ － 30.0％ － 5.6％ － 7.7％

※　休業 4 日以上の死傷者数（データは労働者死傷病報告による）。（）は死亡者数で内数。

3. ストレスチェック検査結果報告
　改正労働安全衛生法が施行され、労働者が 50 人以上いる事業場では、昨年 11 月 30 日までにストレ
スチェックを実施することが義務付けられました。ストレスチェック検査結果の提出時期は、各企業
の事業年度で取りまとめて提出して差し支えありませんが、昨年 11 月 30 日までに実施した結果を少
なくとも一回は当署に報告することが必要です。報告書式は、心理的な負担の程度を把握するための
検査結果等報告書（様式第 6 号の 2）が示されています。
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公益社団法人小田原法人会はe-Taxを推進しています。

七
つ
の
間
違
い
探
し
の
答
え　

①
弁
慶
の
視
線　

②
勧
進
帳
（
巻
物
）
の
位
置　

③
笠
の
大
き
さ　

④
笹
（
左
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
鼻
（
中
央
）　

⑥
烏
帽
子
の
紋　

⑦
汗
（
左
）

平成 28 年分以降の所得税等の確定申告書には、

が必要になります。

平成 28 年分の確定申告のお知らせ
（所得税及び復興特別所得税・贈与税・個人事業者の消費税及び地方消費税）

小田原税務署の申告書作成会場は

２月16日（木）から開設します。
★　開設期間：平成29年２月16日（木）～３月15日（水）
★　２月15日（水）までは、税務署には作成会場はありません。
　　年金、給与所得の方は、２月１日（水）より開催する税理士による
　無料申告相談などをご利用ください。
★　個人事業の方は、年内から帳簿をまとめて、決算書、収支内訳
　書の作成を始めましょう。

社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入について

　社会保障・税・災害対策分野において、行政手続の効率性・透明性を高め、
国民にとって利便性の高い公平・公正な社会を実現することを目的として、社
会保障・税番号 ( マイナンバ－ ) 制度が導入されました。

マイナンバー（12 桁）の記載 本人確認書類の提示又は写しの添付

　申告書にはマイナンバー（個人番号）を記載
する欄を設けており、申告者ご本人や控除対象
配偶者、扶養親族及び事業専従者などのマイナ
ンバーの記載が必要です。

　マイナンバーを記載した申告書を提出する際
には、申告者ご本人の本人確認書類の提示又は
写しの添付が必要です。	
　※　控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従
　　　者などの本人確認書類は不要です。

＋

【本人確認書類の例】　例１　マイナンバーカード　　
　　　　　　　　　　例２　通知カード ＋ 運転免許証、公的医療保険の被保険者証　など 

　マイナンバーカードを利用して、ご自宅等のパソコンから e-Tax で送信する場合は、
本人確認書類を別途送付する必要はありません！

詳しくは、国税庁ホームページ「社会保障・税番号制度＜マイナンバー＞」
（http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm）をご覧ください。
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よい情報を提供します ふれあい　いんふぉめーしょん279

〒250-0014 小田原市城内1-21  TEL.0465-23-3641
FAX.0465-23-5109

公益社団法人　小田原法人会

http://www.odawara-hojinkai.com

公益
社団法人 小田原法人会

上の会員ラベルを切り取って、法人税確定申告書の別表１の「欄外の上部中央余白」
に貼付けてください。e-Taxご利用の場合は、「法人事業概況説明書」の「16加入組合
等の状況」欄に（公社）小田原法人会と入力してください。

豆腐かつ煮定食

小田原ブックセンター

伊勢治書店
●延宝八年、小田原の地で創業の老舗書店です●

■伊勢治書店ダイナシティ店■
【書籍・文具・カフェ】
ＴＥＬ：0465-49-8167
小田原市中里 208　ダイナシティＷＥＳＴ 4Ｆ

カフェを併設したゆったりとした売場でお待ちしております！

■ブックプラザ伊勢治■
【書籍】
ＴＥＬ：0465-49-6350
小田原市中里 296-1　ダイナシティＥＡＳＴ 1Ｆ
イトーヨーカドー様 1Ｆのコンパクトな
書店です。

■外商センター■
ＴＥＬ：0465-23-5123
小田原市栄町 4-6-32

書籍、文具、事務用品等、
配送のご用命は、
お気軽にご連絡ください！！

【書籍】 【文具】 【カフェ】

小田原地下街ハルネにOPEN


